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明けましておめでとうございます。もしかしたら国試の日程が迫っている6年生にとってはおめで

たくない？かもしれませんね。でも、国試は乗り越えないといけない壁なので、仕方ありません。

まぁ、大半の受験生が合格する試験です。そう考えれば少しは楽になりませんか？

さて、病院は当然ながら休み中も動き続けます。季節柄のお餅の窒息（大丈夫、取れました）、緊

急帝王切開（ちゃんと産まれました）、低体温症（年末寒波、大雪のニュースもありましたね）、

他にもいろいろ病気も怪我もお正月休みは関係なしです。

病院でも交代で日当直を立てていますが、研修医の先生もそこは同じです。年末年始に長い休みは

なかなか取れません。

それでも、左肺全摘後の右気胸の方にドレーンを留置してくれたのは2年目の研修医の先生、危機

的な状況でしたが上手にやってくれました。もう少し指導をしたい所もありましたが、終わり良け

れば全て良し、かな。

ICU入口にはお供え餅、鏡開きにはお汁粉になるかな？

ICUでは1年目の先生が一生懸命に考えて指示出し

をしてくれていました。

考える事が私たちの仕事ですからね。


